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規模農家グループの指導は主に NGO によって行われている。 
バングラデシュのこれら NGO の中では、PROSHIKA の歴史が最も古く、PROSHIKA は全国に 220 の地域




を当て、生活改善に果たしている PROSHIKA の OAE プログラムの有用性、貢献を明らかにすることを目
的にしている。 
 
そのために、本論文は 10 章から構成され、 
第１～３章で、①有機農業の概念、バングラデシュにおける有機農業の可能性と課題、研究目的、②


























PROSHIKA の OAE プログラムは、農家が必要とする収益のあがる“有機農業”に関連した社会資本（情
報ネットワークの拡充）や人的能力改善資本（“有機農業”訓練機会の拡充）を提供し、加えて、PROSHIKA
によって提供されるプレミアム価格を伴う市場へのアクセスは、同時に付加的な所得拡大に繋がり、
小規模有機農産物生産農家の生活改善に繋がっている。 
PROSHIKA について、小農・有機農家の多くは普及員との接触回数のみならず、普及員の信頼性につ
いても不満を有しており、もしも PROSHIKA が農業改良普及員の信頼性を高め、有機農家ともっと頻繁
に接触することができるなら、OAE プログラムの効果を更に高めることになる。しかし、持続的な生
活改善を求めて有機農業の普及を目指す場合、PROSHIKAと他のNGOとのより密接な連携が必要であり、
始めに政策的協調が必要とされる。その後、OAE プログラムと有機農家、NGO、市場関係者らとの協同
等が求められる。こうした努力が“有機農業”を促進すると共に、地域に有機農産物市場を創出する
ことができる。そして結果として、バングラデシュの貧しい小農の生活が持続的なものに改善され、
貧困農家層の減少という効果が導き出される。 
 
 
以上、本論文はバングラデシュでの多くを占める小農の生活改善に果たす有機農業とその効果、そ
して有機農業の普及を進める PROSHIKA の有用性、貢献について、現地の詳細なデータ収集、調査、研
究から解析がなされ、ケーススタディではあるが、バングラデシュで果たす有機農業の効果は高く、
PROSHIKA が有機農業普及に果たす役割も大きいことが明らかにされた。 
 バングラデシュでは農薬・化学肥料多用の近代農法による大規模・大量生産が主体であるが、小農
はコスト面から農薬・化学肥料多用の農法を実践することは難しい。有機農業が小農の生活を改善で
きるとする知見は、バングラデシュ農家家計に大きな福音になるものと思われる。 
 以上、ここで得られた成果は、今後バングラデシュにおける小農の生活改善を進める上で極めて有
用な知見として高く評価されるものであり、本論文を学位論文として十分な価値を有するものとして
判定した。 
 
 
 
